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Sensory analysis — Identification and selection of 
descriptors for establishing a sensory profile by a 
multidimensional approach 

官能試験－多次元アプローチによる官能分析表作成のための記述

語の確認及び選択 
 

１．規格の概要 

製品の官能分析表作成のために使用する用語の確認及び選択の方法を規定してお

り、量的・質的観点から製品の官能特性の完全な記述を通して、試験計画を設定する

ためのプロセスにおける種々の段階を示している。 

 

２．発行状況等 

1990年 1月に新業務項目提案が承認され、1994年 12月に初版が発行された。 

 

３．規格の構成（仮訳） 

まえがき 

序文 

1   適用範囲 

2   引用規格 

3   定義 

3.1  記述子 

3.2  全官能プロファイル 

3.3  部分的官能プロファイル 

4   原則 

5   一般的な試験の要求事項 

5.1  試験室 

5.2  器具 

6   方法論 

6.1  評価者の数 

6.2  パネルの訓練 

6.3  パネルリーダーの規則 

6.4  できる限り多くの記述用語の識別 

6.5  記述子の予備分類 

6.6  記述子の数の最初の減少 

6.7  多次元分析及び相違分析による記述子の数の第二の減少 



6.8  標準製品又は標準物質の選択 

6.9  削減リストを使用したパネルの訓練 

7   プロファイルの確立 

附属書Ａ（参考） 記述子の完全リストの質問表例 

附属書Ｂ（参考） サンドイッチローフに対する方法の適用例 

附属書Ｃ（参考） 参考文献 

 


